
〔６〕 高原町小体連 （学校数 ４校 ４４６名） 

 

Ⅰ 年間事業 

期 日 回 内    容 

６月２３日（火） 第１回 役員選出、規約確認、年間計画の確認、研究の方向性の確認 

 ８月２５日（火） 第２回 陸上大会計画案検討、研究についての確認 

１０月２６日（月）  陸上大会前日準備、名簿作成等（中止） 

１０月２７日（火）  陸上大会実施、記録整理、賞状作成 ※予備日：10 月 29（木） 

（中止） 

１２月２１日（月） 第３回 小体連研究のまとめ 

２月１９日（金） 第４回 本年度の取組のまとめ、次年度への引き継ぎ、会計報告等 

 

Ⅱ 事業部のあゆみ 

 １ 水泳記録会 → 中止 

   

２ 陸上大会  → 中止 

 

Ⅲ 研究部のあゆみ 

１ 研究主題・副題 

「運動の楽しさに触れ、進んで体力の向上に取り組もうとする児童の育成」 

～「感じる」「気づく」を実感できる体つくり運動領域の指導を通して～ 

 

２ 主題設定の理由 

体育科における学習は、「動きの獲得」や「体力の向上」ととらえられてきている。体力を高め、

運動能力を向上させることが優先され、この数値が高ければ運動によく関われているとされている。

また、スポーツ少年団等の過度な勝利への熱の高まりは、より一層「運動に興味を持ち、活発に運

動する者とそうでない者の二極化」を拡大させているといえる。 

   本町もスポーツ少年団活動が盛んで、特に野球やサッカー、バレーボール等が好成績を修め   

ている。反面、スポーツ少年団に所属していない児童と所属している児童の体力面での格差は大   

きく、全体的に体力が低下してきている一因とも言える。 

本町は４つの小学校があるが、中心校である高原小学校を除き、他の３つの小学校は複式学級   

を有する小規模校である。そのため、昨年度から学校規模に関係なく、児童一人一人が無理なく   

体を動かし、運動する楽しさや目標を達成できたときの喜びを味わわせるために、「体つくり運   

動」領域の研究を進めることとした。この研究を進めることが本町の実態に最も有効であると考   

え、本主題を設定した。 

 

 



３ 研究仮説 

【仮説１】 

体つくり運動領域の授業において、児童の発達段階に応じて指導内容を明確にし、適切に場の 

設定を工夫すれば、児童は体を動かす楽しさや心地よさを「感じる」ことができ、進んで日常的

に体力向上に取り組む児童の育成に資することができるであろう。 

【仮説２】 

 体つくり運動領域の授業において友達との関わり合いを大切にした学習指導の工夫・改善を行 

えば、児童は自分や友だちの体の状態や運動の特性に「気づく」ことができ、進んで日常的に体 

力向上に取り組む児童の育成に資することができるであろう。 

 

４ 研究内容 

（１） 発達段階に応じた指導内容の明確化 

（２） 体を動かす楽しさや心地よさを感じさせる場の設定の工夫 

（３） 自分や友だちの体の状態や運動の特性に気づかせる学習指導過程の工夫 

 

５ 研究の全体構想 

 

 

 

 

 

 

【目指す児童像】 

「楽しさ」を実感し、進んで運動に親しむ児童 

 

【研究主題】 

「運動の楽しさに触れ、進んで体力の向上に取り組もうとする児童の育成」 

～「感じる」「気づく」を実感できる体つくり運動領域の指導を通して～ 

 

【研究仮説】 

【仮説１】 

   体つくり運動領域の授業において、児童の発達段階に応じて指導内容を明確にし、

適切に場の設定を工夫すれば、児童は体を動かす楽しさや心地よさを「感じる」ことが

でき、進んで日常的に体力向上に取り組む児童の育成に資することができるであろう。 

【仮説２】 

 体つくり運動領域の授業において友達との関わり合いを大切にした学習指導の工夫・

改善を行えば、児童は自分や友だちの体の状態や運動の特性に「気づく」ことができ、

進んで日常的に体力向上に取り組む児童の育成に資することができるであろう。  

 

【研究内容】 

(1) 発達段階に応じた指導内容の明確化 

(2) 体を動かす楽しさや心地よさを感じさせる場の設定の工夫 

(3) 自分や友だちの体の状態や運動の特性に気づかせる学習指導過程の工夫 



  ６ 研究の実際 

  （１）各学校の実践 

   ア 発達段階に応じた指導内容の明確化について 

        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【2 人でボール遊び】 

 

【アップダウンランド】 

 
成果･･･○ 課題･･･● 
○ 二人以上で行う運動遊びを多く取り入れることにより、少しずつ相手のことを考え
ながら運動遊びに取り組む児童が増えてきた。運動するとすっきりするという「運動
と心の関係」にも気付くことができた。また、児童の実態から指導内容を明確にした
ことにより、児童に対する支援が行いやすくなった。 

● それぞれのランドにおける運動遊びの種類を増やし、マンネリ化しないような工夫
が必要である。 

 

成果･･･○ 課題･･･● 

○ ①学年の発達段階②身に付けさせたい力③どんな運動をさせたらよいか④どんな運動を組

み合わせたらよいかの順序で授業を組み立てることで、指導内容を明確にすることができた。 

● 運動の日常化につなげるための手立てが必要である。 

 

【背中キャッチ】 

 

【前屈スロー】 

 



イ 体を動かす楽しさや心地よさを感じさせる場の設定の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

ウ 自分や友だちの体の状態や運動の特性に気づかせる手立て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 研究の成果と課題 成果…○ 課題…● 

  ○ 発達段階に応じた指導内容を明確にし、動きのポイントを適切に声かけしたり、適切な場の

設定をしたりすることで、体を動かす楽しさや心地よさを感じさせることができた。 

  ○ ペアやグループの活動で児童の気付きや感じたことを共有させることで、友達との関わり合

いを大切にし、お互いの体の状態や運動の特性に気付かせながら活動させることができた。 

● 高原町全体で研究の成果を共有し、町全体で共通実践を行い、さらに研究を深めていきたい。 

【いろんな物を運ぼうよ】 

 

成果･･･○ 課題･･･● 

○ 体ほぐしの運動を組み合わせることにより単調的にならず最後まで意欲が継続した。 

○ 仲間と励まし合うことや協力できることで運動の楽しさを味わうことができていた。 

○ 負荷の与え方など子ども達自ら工夫する場面が見られた。 

● 体力テストの結果等を使って自分が最も苦手とすることを意識させると、さらなる体力向

上につながる。 

 

【ダッシュ＆キャッチ】 

 

【ペアでストレッチ】 

 

【子取り鬼】 

 
成果･･･○ 課題･･･● 

○ ペアやグループで活動することで友達に優しく声を掛けたり、相手の体の状態を感じたり

しながら活動する姿が見られた。 

● 場の設定やグルーピングの工夫を行い、児童が進んで友達と関わり合う手立てを考える必

要がある。 


